
【燕市旧浄水場配水塔の概要】 

名称（種別） 燕市
つばめし

旧 浄 水 場
きゅうじょうすいじょう

配水塔
はいすいとう

（工作物・生活関連） 

所 在 地 燕市水道町 1-3-28 

建 築 年 代 昭和 16 年 

登 録 基 準 （一）国土の歴史的景観に寄与しているもの 

登録年月日 平成 25 年 6月 21 日 

 

 配水塔は、昭和 16 年、燕町が本格的な上水道施設を建設した際に建てられました。その

高さは 31ｍ、鉄筋コンクリート造の 5 階建てで、最上部は貯水槽となっています。平面形

の塔本体は円形、水槽部は八角形を呈していて、立面形は上部へむかってすぼまる台形です。

装飾的な意匠はほとんど見られませんが、８本の付け柱が施され、水槽外周の歩廊が軽快な

印象を与えています。また、当時、貯水槽には 205 トンの水が貯えられていました。 

 浄水場移転後も配水塔だけは残り、燕の町の発展を見守り続けています。 

 平成 23 年に大規模な改修工事を行い、入口部扉など、現在は建設当時に近い姿となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      配水塔全景（東から）               配水塔 １階内部 

 

 

 

 

 

 

燕市旧浄水場（昭和 30 年頃） 

深海庄吉氏 撮影 


